
（ ）宮崎県立日南振徳商業高等学校 平成２２年１０月１日 金

中 島 悟校長室だより ２５号
【キャッチフレーズ】

未来に残そう 伝え築いた 振徳商業
目指せ 三種目 日本一 ！

【来週の行事】10月４～６日 中間考査

５日（火） 評議委員会

７日（木）～ 振徳祭商体育の部 練習週間

１「校是を忘れずに」 第７代校長 谷口瀛洲 20周年記念誌より抜粋

２ 出逢ったいい話 『ベストを尽くす』 『致知』2008年9月号より抜粋

谷口 瀛洲「校是を忘れずに」（原文） 第７代校長

県立日南振徳商業高校が創立２０周年を迎えられましたことを心からお慶び申しあ

げます。

昨年でしたか、学校を訪れました時に、情報処理棟の汎用機と端末の素晴らしい整

備状況を拝見し、その専門学科としての充実振りにびっくりいたしました。

２０年という年月は……特にその後半は、人間に例えますと青年期であります。心

身共に振幅の激しいこの時期を乗り越えて成長し、成人の仲間入りをする時期であり

ます。私が勤めていました後半１０年は、将にそのような時期であったように思いま

す。想い起すことは色々とございますが、先生方や生徒の皆さんの真摯な努力と御父

兄の適切な援助によって、振徳はここまで前進してきた………という感慨ひとしおで

す。

‥‥‥…太陽と緑の明るい土地柄、豊かな人情等……私の教職経験の中で、一番明

るい楽しい時期でありました。お蔭様で身体的にも精神的にも健康で過せました。生

徒の皆さんも、この環境と校是「健康・誠実・友情・情熱」を忘れずに頑張ってほし

いと思います。

日本の国際経済における役割も大きくなっています。企業のＯＡ化は今後益々進展

するでしょう。皆さんもより広い商業知識や情報処理技術を避けて通ることはできま

せん。 この素晴しい環境の中で、専門の学習や技術習得に励み、さらに大きく成長

されることを、振徳商業が太陽の神アポロのように、いつまでも若々しく輝き続ける

ことを祈っています。

出逢ったいい話 『ベストを尽くす』
（国連ボランティア終身名誉大使）の随想より中田武仁

た け ひ と

平成４年になって間もなく、大阪大学を卒業し、外資系のコンサルティング会社

に就職が決まった息子の厚仁 から、１年間休職し、国連ボランティアと（あつひと）

してカンボジアに行きたい、という決意を打ち明けられた。

カンボジアは長い内戦をようやく抜け出し、国連の暫定統治機構のもとで平成５

年５月の総選挙実施が決まった。人々に選挙の意義を説き、選挙人登録や投開票の

実務を行う選挙監視員。それが厚仁が志願したボランティアの任務の内容だったの

である。

厚仁の決意は私にとって嬉しいことであった。商社勤めの私の赴任先であるポー

ランドで、厚仁は小学校時代を過ごした。いろいろな国の子どもたちと交わり、ア

ウシュビッツ収容所を見学したことも契機となって、世界中の人間が平和に暮らす

にはどうすればいいのかを考えるようになった。



。 。世界市民 その意識を持つことの大切さを厚仁はつかみ取っていったようである

１年間のアメリカの大学留学もその確信を深めさせたようだった。国連ボランティ

アは、厚仁のそれまでの生き方の結晶なのだ、と感じた。だが、現地の政情は安定

には程遠い。ポル・ポト派が政府と対立し、選挙に反対していた。息子を危険な土

。 。 、地に送り出す不安 私には厚仁より長く生きてきた世間知がある そのことを話し

それらを考慮した上の決意かを問うた。厚仁の首肯（うなず）きにためらいはなか

った。私は厚仁の情熱に素直に感動した。

カンボジアに赴いた厚仁の担当地区は、政府に反対するポル・ポト派の拠点、コ

ンポントム州だった。自ら手を挙げたのだという。私は厚仁の志の強さを頼もしく

感じた。

厚仁の任務があと一か月ほどで終わろうとする平成５年４月８日、私は出張先で

信じたくない知らせを受けた。厚仁は車で移動中、何者かの銃撃を受け、射殺され

たのだ。現地に飛んだ私は、厚仁がどんなに現地の人びとに信頼されていたかを知

った。厚仁の真っ直ぐな情熱は、そのまま人びとの胸に届いていた。

カンボジア佛教の総本山と尊崇されている寺院で、厚仁は荼毘（だび）に付され

た。煙がのぼっていく空を見上げた時、厚仁は崇高な存在になったのだと感じた。

。 、 。私は決意した 長年勤めた商社を辞め ボランティアに専心することにしたのだ

そんな私を国連はボランティア名誉大使に任じた。そういう私の姿は厚仁の遺志を

引き継いだ、と映るようである。確かに厚仁の死がきっかけにはなった。だが、そ

れは私がいつかはやろうとしていたことなのだ。厚仁のように、私もまた自分の思

いを貫いて生きようと思ったのだ。

私はボランティアを励まして延べ世界５０数か国を飛び回った。それは岩のよう

な現実を素手で削り剥がすに似た日々だった。ボランティア活動をする人々に接し

ていると、そこに厚仁を見ることができた。それが何よりの悦びだった。

厚仁が射殺された場所は人家もない原野なのだが、カンボジアの各地から三々五

々その地に人が集まり、人口約千人の村ができた。その村を人々はアツ村と呼んで

いる、と噂に聞いた。アツはカンボジアでの厚仁の呼び名だった。人々は厚仁を忘

れずにいてくれるのだ、と思った。

ところが、もっと驚いた。その村の行政上の正式名称がナカタアツヒト村という

ことを知ったのだ。このアツ村が壊滅の危機に瀕したことがある。洪水で村が呑み

込まれてしまったのだ。私は「アツヒト村を救おう」と呼びかけ、集まった４００

万円を被災した人びとの食糧や衣服の足しにしてくれるように贈った。ところが、

アツヒト村の人々の答えは私の想像を絶した。カンボジアの悲劇は人材がなかった

ことが原因で、これからは何よりも教育が重要だ、ついてはこの４００万円を学校

建設に充てたい、というのである。

こうして学校ができた。名前はナカタアツヒト小学校。いまでは中学校、幼稚園

も併設され、近隣９か村から６００人余の子どもたちが通学してきている。やがて

は時の流れが物事を風化させ、厚仁が忘れられる時もくるだろう。だが、忘れられ

ようとなんだろうと、厚仁の信じたもの、追い求めたものは残り続けるのだ。これ

は厚仁がその短い生涯をかけて教えてくれたものである。

厚仁の死から１５年が過ぎた。ひと区切りついた思いが私にはある。楽隠居を決

め込むつもりはない。国連は改めて私を国連ボランティア終身名誉大使に任じた。

この称号にふさわしいボランティア活動を、これからも貫く決意だ。

１５年前、あれが最後の別れになったのだが、一時休暇で帰国しカンボジアに戻

る厚仁に私はこう言ったのだ 「父さんもベストを尽くす。厚仁もベストを尽くせ」。

ベストを尽くす。これは息子と私の約束なのだ。厚仁の短い生涯が、人間は崇高で

信じるに足り、人生はベストを尽くすに足ることを教えてくれるのである。


